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明けまして おめでとうございます。って、もうすぐ2月ですね(汗)
まったく時間が経つのが早いっすわ。
「ワッサマガジン」の準備号を出したのが10月の終わりのこと。EPUBの書籍ってどうやって作るんだ?って少しずつ調べ始めたのが、あの猛暑の7月。もう7ヶ月も前のこと。
そして2011年一発目のVOL.3。
アッ!という間でした。
この期間に頭髪が白くなったような気がします(苦笑)
 
ワッサマガジンVOL.3 最後までおつきあいください。
 
漫画@おーぷんえっぐ
 
@Mitsu
 


 

we Love apple #2
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ご無沙汰ぶりでございます。

wassa magazine 3号にして2話目のwe love appleでございます。今回もApple社のMacやiPadやその他もろもろについて、ネット上のうわさ話などを織り交ぜながら拙い私見をノンジャンルで紹介させていただければと思います。



- Mac App Store がもたらしたソフトウエ流通革命 -

iPhoneやiPadを使っている方にはおなじみのApp Store。これのMac版「Mac App Store」が2011年1月6日（日本時間）スタートしました。使ってみるとわかるのですが、どうして今までこれがなかったの？って感じで、個人的には何のトラブルもなくあっさり使えてしまいました。



従来、Macでソフトをインストールするには大きく分けて二通りの方法がありました。一つはインストーラー形式。もう一つは解凍したアプリをアプリケーションフォルダにドラックしてコピーする方法。

Mac App Storeはいずれよりも簡単で、もしかするとインストールという単語そのものがなくなってしまうかもしれないくらい大きなインパクトがあると思っています。



そもそも、箱に入って売っているアプリは、結局CD-ROMに入っているわけで、なぜ必要以上に大きな箱で売っているのか。インターネット普及以前はその他に主立った流通方法とソフト会社の集金方法がなかったからだ。しかし、インターネットがこれだけ普及した現在でも、相変わらずCD-ROMと印刷した分厚いマニュアルが入った箱が売られている。

僕の知る限りでは、それら流通をかえる事を積極的に進めているのはSOUCENEXT社くらいだと思う。ホームページ経由でのダウンロード販売と、従来のCD-ROMからUSBメモリに媒体を変更してソフトウエアを安価で販売している。それでさえ、インストールという作業は依然として受け継がれている。

CD-ROMが悪いとは思わない。確かにそういう需要がある事も理解している。が、そういう需要がない事も理解してる。パッケージに入っているマニュアルを隅から隅まで読むことはないし、ソフト会社もそれを理解している。教則本がセットで売られているのがその証拠だ。なくせないでいるだけだ。箱の大きさ、マニュアルのぶ厚さがないと高価に設定できないと考えているのだ。ソフトの価値＝箱の大きさという理論だ。

たしかにそういう時代もあったかもしれない。だがこのインターネットが当たり前のご時世、印刷されたぶ厚いマニュアルなど、おそらくほとんどだれも望んでいないのではいだろうか？実際、マニュアルを読んでも解決できないトラブルの方が多いような気もするし、困ったことがあればgoogle先生に聞けば、どこかの誰かが導きだした答えを探す事ができるはずだ。



だれもがそう思っていた矢先に、iPhoneでソフト流通を変えることに成功したApple。厳密に言えば、それ以前にも同じような試みは存在していたが、時代の流れやプラットフォームのシェアなど、いろいろな原因があるにせよ成功をおさめていない。過去、Lindows（現Linspire）やTurboLinuxなど、GUIでパッケージマネージャを提供して課金しようという流れもあったが、コンシューマ向けOSとしてシェアが少なすぎた。そもそも、Linuxのアプリを金を払ってまで買おうと思わないだろう。（いろんな意味で）



これはよく見聞きする話だが、AppleはiPhoneでソフト配布と課金の方法を確立できたのだ。日本でデビューしたiPhone 3Gも、センセーショナルでこそあれ、CPUやメモリなど非力だ。だがAppleは、非力である事を逆手に単機能のアプリを量産させた。実際、僕たちユーザーも、あの大きさの画面の中では複雑な操作はできないと気がついたし、必要な機能がそれほど多くない事にも気がついた。機能を増やしたければアプリをApp Storeからダウンロードするだけだ。ものすごくわかりやすい。



なにより、Appleが独占的なおかげで、操作感にある程度の統一感が生まれ、なんとなく使てしまうアプリばかりが出来上がったのだ。そこには紙のマニュアルは存在しないのだ。EverNoteなどの複雑なアプリもあるが、必要であればGoogle先生に訪ねるか書店で教則本を買えばいいだけだ。



現在、Mac App Storeにあるアプリは、従来から販売されていたものがほとんどだが、今後は単機能専用アプリが増えてくると思う。今までもフリーウエアやシェアウエアは、そのほとんどがもともと単機能だったりする。

ホームページというジャンルに関しては、ブラウザに文字を入力してデジカメの写真をそのまま投げ込んでブログを更新する人が圧倒的多数ではないでしょうか。ブラウザと写真をリサイズするアプリがあれば、DreamWeaverやBiNDなどの高価で多機能なソフトは必要ないのだ。もっと言うと、ブログに投稿するアプリがあれば、文字を入力して写真を選ぶだけだ。デザインもブログサービスに用意してあるテンプレートを選ぶだけだ。



多機能なアプリの需要はなくならないだろうが、今後のトレンドは確実に単機能に向かっている。単機能なアプリであれば開発工数が少なく、個人や少人数の開発者が世に出るチャンスがでてくる。こんなことを書いている僕でも、読んでるあなたでも、がんばれば何とかなるかもしれないのだ。



と、Appleの広報員かと思われるくらい褒めちぎったわけですが、冷静に考えればそれないりのリスクも存在するのではないでしょうか。

たとえば「Mac App Storeに登場しないアプリは成り立つのか」「今まで使っていたソフトはMac App Storeに出てないけど、なくなったらやだなぁ」「Storeの審査に合格するお手軽でつまらならないソフトしかなくなるのではないか」みたいなことを心配してしまう。個人や小さな開発会社はStoreにのせられない事によるリスクもあるだろう。



でも、悲観的になる事はない。

MacはiPhoneやiPadの様にインストールする方法が制限されていないし、今まで通りのインストール方法も残されているしなくならないだろう。

みなさんはどうやってアプリの情報をしいれているのだろう？

一昔前、MacFanやMacPeopleなどの情報誌には、かならずCD-ROMがついていた。そこにはその雑誌で紹介しているフリーウエアやシャエウェア、製品体験版が入っていた。時代は変わり、誌面で紹介されたアプリはネット上からダウンロードするような形態になった。書店に行けば、おすすめソフトだけを紹介しているムック本が売られている。ネットを徘徊すると、例えばAppBankのようなアプリを解説・紹介している専門サイトや個人のブログが山ほど見つけられる。親切丁寧おせっかいな友人が教えてくれる事もあるだろうし教えたくなったりもする。

そう、Mac App Storeとはソフトを知る・手に入れいる方法が一つ増えただけにすぎないのだ。



思いつくリクスとしては、ソフトを探す、試す楽しさを僕たちユーザーが忘れてしまう

ことだろう。人は目的に対して、便利な方法があると苦労する喜びを忘れてしまうからだ。





- あとがき -

Appleさんにお願いしたい事があります。

Mac App Storeでインストールの標準的な手順は確立できたはずなので、アンインストールの標準化もおねがいします。



- 著者プロフィール -

ハンドルネーム：NAGu

東京在住、自称IT系エンジニア（らしい）。アラフォー、小太り、眼鏡なし。座右の銘は「let it be」。英語で言えばかっこ良く聞こえるが、誤解を恐れずに訳すると「どうにかなるさ」というお気楽な性格。



Twiter  @NAGu
Web we love apple
Twitter @we_love_apple
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友人のロッカー 福山竜一が癌と闘っている。
支援チャリティーコンサート2月10日横浜7th Avenueで開催。
『立ち上がれ！！竜一』　支援コンサート
 



おんがくや通信 #1
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masashidigest-2.movサンプルミュージック
 
Forest Voice 中田雅史について徒然と
 
 
北海道の日本海に面した海岸線にある海と山に囲まれた自然豊かな村で育った声は、大自然のなかの小さなクローバーが海風にふかれて自由に歌っているかのような素朴なもの。その声が海の空からゆっくりと運ばれ大きくふくよかになった歌は、生きることに前向きで明日を夢見て自分の足で歩いている、永久に青春しているようなカンジ。
中田雅史くんは、島牧村出身で京都を拠点に音楽活動を続けている青年。一見、普通の優しそうな青年だけど、キラキラ輝く瞳の奥にはどんなことでも乗り越える勇姿がかいま見られる。半世紀近く生きて来たおばちゃんにとってそれはまさに原石であって、まだ光を放っていないのにまぶしく、希望に満ちあふれていて、だから余計に辛くあたったのかもしれない。
もう2年くらい前になるのかな？突然「音楽屋さんに逢いたい」と見ず知らずの青年中田雅史から連絡があってびっくりした。寒い部屋でぬるいコーヒー飲みながらおしゃべりした。たしか学生時代の友達が創作した物語を題材に映画化の話が持ち上がっていて、、、みたいな話しをしたんだけど、今詳しいことをココに綴るほど詳細には覚えていない。ただ、彼が話すことはおばちゃんたちにはワクワクするもので、あまりにも一生懸命なのでおばちゃんたちは彼のファンになってしまった。まだ、一度も歌を聴いていないのに。
はじめて彼の歌を聴いたのは、奇しくも私の「復活祭」だった。復活祭と言うのは事故で怪我をした私が病院から退院して普段の生活を送れるようになった「復活祭」。音楽屋のスタッフが企画してくれたライブだった。民家ライブだったけど集まってくれたお客様達と一緒に食事をしたりお喋りしたり、そして「中田雅史ワンマンライブ」を聞いた。
彼の声は優しいというか、聴いていてほっとする声。荒げたり力入れたりしないで言葉を大切にしながらささやくような？ハミングしているような歌い方だけれど、澄んだ空気を感じさせてそれがまた心に沁み込む。Forest Voiceと言われる意味がわかる。
ライブは楽しかった。暖かかった。みんなして彼を褒めたたえるもんだから、酔ってイイキブンの私はなんでかライブが終わった後に説教を始めちゃったのね。「人気のあった人の再臨とか言われてチヤホヤされてるうちはダメだよ」って。もっとひどいことも言ったなぁ。けど、静かに頷きながら説教聞いてた彼は、今はすっかり「中田雅史」として歌っている。それをちゃんと見せてくれたのは、去年だっけな『海空』という新曲のプロモーションビデオを作ってどしどし売り出している活動を知ったとき。ローカル番組だけど、もう長いこと『海空』を放送してもらってて。北海道の番組からも応援を受けるようになったんだな〜って。そして今年1月16日に行われた「コンサドーレ札幌サポートソングオーディション最終選考」で見た応募プロフィール。自立し挑戦している姿をそこに見たのね。
彼には「歌っていれば、歌い続けていればわかってくれるだろう」という甘さはなく、自分の足で全国を駆け回り、自分の歌をそこへ届けている活動、メディアにも取り上げてもらえるような活動、自信を持って様々なシーンで自分を発揮するその姿は、サロマで歌ってくれたワンマンライブの時よりもはるかに大きくなっている。そんな姿を見せてくれる中田雅史くんをこれからも陰ながら応援してゆきたいと、大きくなった彼の将来の姿を夢見ている。そう、星飛雄馬の姉のような陰からこっそりスタイルで（ここ、笑うところですよ〜w）
彼が挑戦した「コンサドーレ札幌公式サポートソングオーディション」の最終選考は、惜しくもグランプリを逃してしまったけど、それまで雅史君を知らなかった人たちが雅史君の歌を聴いたのだし（サポーター５０００人の前でだよ！）もしかするとその中からファンが生まれるかもしれない。きっと悔しい思いをしたと思うけど、まだまだこれからの中田雅史くん。いつか道産子の星になって、いずれは日本を代表するアーティストに育ってほしい。彼が持つ、日本海に面した海岸線にある海と山に囲まれた自然豊かな村で育った声で、世界中の植物がわっさわっさと生えちゃうくらい、動物がよってきて友達になっちゃうくらい、隣の人と手をつなぎたくなっちゃうようなハッピーな唄を歌っていってほしい。んでもって、彼が夢語っていたあの物語の映画化を実現して欲しいな。
Twitter @ongakuya
Web 音楽屋
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中田雅史
Twitter @masashipass
「海空」
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伊太地山伝衛さんとの出会いは、
「あんちゃ(私)伊太地山伝兵衛って人が会津へ行くからヨロシクね」と友人のKD氏から唐突な電話からだった。
「こんばんわ〜伊太地山伝兵衛でーす」と、おっさんの声(苦笑)
はじめまして、なのにお互いに何だか旧知であるかのように話した。
数日後、会津でのライブ会場の店へ行くと満員で入れない。
外で待っていると葉巻をくわえたコート姿の おっさんが「通してくれぇ」
村上”ポンタ”秀一 さんだっ!!
ポンタさんといえば、昭和40年代から音楽を聴いている者にとっては神と言ってよく、当時のヒット曲の多くはポンタさんがドラムを叩いていたりする。
「なしてポンタさんがいるん??」
伊太地山伝兵衛さんの曲を叩くの??
それくらい自分は伊太地山伝兵衛さんの活動を知らなかった。
 
ライブは素晴らしくて本当に感動した。
演奏と歌だけじゃなくて、歴戦のミュージシャン達のMCや様々なアドリブと空気の作り方に。ライブという、たった一夜の空間を作り上げ提供する力に感動したのだ。
ライブって良い演奏と歌を届けるだけだったら詰らない。そんなのCD聴けばいい。
観客は、或る程度練られた構成がヒートアップして崩れる最中またうまく舵を取直すアーティストの様にも興奮し感動したりするのがライブだ。
勿論、盟友、石井康二さんのベースの心地良くもアグレッシブな演奏に包まれた伊太地山伝兵衛さんの曲が良い。そしてオリジナル曲もそうだがカバー曲も実に良いのだ。いつだったかのライブで聴いた「はじめてのチュー」(アニメの主題歌)は実に沁みた(苦笑)
ライブ後の打ち上げ、伝兵衛さんとは音楽ではなく何故かずっとシナプスの話をした。
そんなこんなが伊太地山伝兵衛さんとの最初の出会い(苦笑)
 
年間、全国百数十カ所でライブをする伊太地山伝兵衛さん。
真冬のこの時期、たった今、北海道をツアーしている。
近くの皆さんは是非行ってそのライブに触れてほしい。
伝兵衛さんの詳しいことは、ワッサマガジン前号”おんがく屋”さんの「伊太地山伝兵衛?」を参照されてください。
 
伊太地山伝兵衛
 
文@Mitsu



　以下、無用な事なれど　
 
 
■タイガーマスク騒動
 
単純に良いことだよ。ただテレビなんかで「事前に施設へ電話して何が必要かきいてプレゼントしてくださいね」なんて言ってるのがアホ過ぎて笑えない。災害地へ物資を送るんじゃないんだから施設側は何を貰っても困るなんて事はそうそうないよ。知り合いの施設勤務の知人も「困る贈り物なんてない」って言ってた。養護施設って寄付される物を個別に要求できるほど豊じゃないですよ。マスコミはズレてますな。 当然売名行為の偽善も多いでしょうが、それだって良いと思う。中には偽善だった行為が化けて本当の善意になることだってある。善意が偽善を浄化するっていうことだってあるのだから。
 
■Facebook が流行らない理由
 
実名登録だから日本で流行っていないって理由を聞くことが多いが、個人的にはまったく違う印象だ。何でも新しいサービスが出来たら登録する癖の私は2年前にFacebookに登録してイジッてみたのだが、盛り上がらん要因の一つは使い勝手の悪さかな。少しずつ変更されて変わっては来ているけど、日本のSNSの使い方に慣れて、しかも、それに飽きてのTwitterって流れがやっと来た日本ではなかなか流行らないよ。
SNSっていう無意識の仲間枠を楽しんで、それにも飽きて、今、Twitterの垂れ流し枠にも飽きてきている。そんな中、そもそもなSNSのFacebookに戻るだけの魅力が備わっていないっていうのは大きいんじゃないかな? それとmixi→Twitter→Facebook と似通ったメンバーで再構成してしまう変化の無い繋がりの継続っていう憂鬱というの一番大きい気がする。
 
■ SOFT BANKの白戸家の行方
 
あの一連のネットをやっていないと全く意味のわからないCM。
「光の道」構想も怪しくなってきている事は明白。
白戸家の最後のCMは一家心中か、
iPhoneの独占が終了して野良犬になったパパが桂浜で遠吠えってのも悪くない。
「やりましょう!」(苦笑)
 
白戸家CM集
 



らーめん屋にて 番外編
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ここまで三回お気に入りのらーめん屋さんを紹介してきたわけですが、今回は「番外編」として”そりゃないべ”な店を紹介?いたしましょう(苦笑)
正直、本当にどうにもならない不味い店というのが会津にも点在いたします。
克明に書くと店がバレるのでボンヤリと書きますが(笑)
会津若松市内からほど近いスキー場などが多いエリアに立地するその店は、
その町の大通りに面していることもあって週末ともなれば駐車場はいっぱいで然も美味しい繁盛店であるかのような佇まいなのですが、入店するとすぐにその酷さが分ります。
前の客の丼が複数のテーブルでそのまま放置されているにも関わらず店員たちは談笑したまま「いらっしゃいませ」もない(複数回) もちろん味は塩っぱいだけの真っ黒な醤油汁で不味いなんてものじゃない。流しのお客さんしか入らない為か未だに潰れていません。
スキーや観光でいらっしゃる方は要注意の店です。
外観と駐車場の様子からうっかり入ってしまいます。
ラーメンの写真を載せてしまうと分ってしまうので載せませんが、みるからに不味いことが分る代物です....はい(汗)
わけ合って何度か入店したことがありますが、いつもこんな感じの対応と味。
うむむ。。。
味覚というのは個人差があるとはいえ、基本的な美味しさを感じる部分に大差はないと思います。嗜好の違いなんてものを超越した不味さをこの店は提供してくれます(大汗)
こういう店で食べて「会津のらーめん不味い」と全体的に思われてしまう可能性は当り前に高い。不味い店は淘汰されるという原理が働きにくい観光地。
よその土地から多くの人が来る観光地の店が美味しくないと、地域・地方の良いイメージの拡散にはならない。観光客が利用する店が美味しいことはとても重要だと思いつつ、この不味い店の前を通る度に「つぶれろ」と言葉にするわたしです(苦笑)
 
あぁ、店名 言いたい(笑)
@Mitsu
 
 
 
 
 
 



生まれた場所で
 
ライフ・イズ・ちょっとだけ・ビューティフル
 
生まれた町に小さな映画館があった。
幼稚園を数日でクビになったわたしは翌日から朝家を出て、鍛冶屋でひとしきり作業を見て、駅に行ってSLに乗り、床屋でお菓子を食べてから、最後は映画館へというのが日課だった。何しろ近所の子はみんな幼稚園へ行っていて誰も居ないのだからしょうがない。
(どうしてクビになったのかは、また別の機会に(苦笑))
勿論お金なんてもっていないのけど、毎日行くものだから映画館の従業員たちと顔見知りになって顔パスで入れるようになっていた。鍛冶屋もSLも床屋も、まあ同じ感じだったんだけど。
 
赤茶けたトタン屋根の建物の観音開きの扉をくぐると、ボロボロの長椅子と名画のポスターが貼られたシミだらけの壁。タバコの匂いとトイレからのアンモニア臭とラーメンの美味しい香りが混ざり合った、何ともいえない空気感。(映画館内でラーメンとか普通に売られていた時代)
映画館の従業員たちと仲良しになった自分は、皆に可愛がられいつの間にか客席じゃなく映写室から見ることを許されるようになった。と、いうのは全くのウソで、一度客席で消火器をひっくり返して劇場内を真っ白けにしてしまってから、客の所でまた何かされちゃ困るから、というものだった(苦笑)
映写技師のNさんと、うちの母ちゃんが知り合いだったのは後年に知った。
まあ、そんな感じで、毎日、映写室から映画を見るようになった。
 
映写技師のNさんは、いつも酒臭かった。 営業の最中も飲んでいたのかも知れない。
映写室に時々大人たちが何人か来て花札なんかをいつもやっていた。
「おぉ、お前にも教えてやる! 」とか言われて無理矢理 博打を教えられたりした。
今、ギャンブルが嫌いなのは、きっとこの時期の影響が強いのだと思う。
何にしてもみんなひどく酒臭かったのだけは鮮明に覚えている(笑)
 
映写室はいつもこんな状態だったからトラブルも多かった。
観客席から「こらー! 止まってるぞ!!」と、フィルム交換を忘れて怒鳴られたりは日常茶飯事。それでも陽気なNさんの「わりぃ(ごめん)」で済んでいた。
けどある日「ごめん」では済まないことが起こった。
映写中のフィルムが燃えだした。館内は煙モウモウお客はパニック。消防車まで登場。
 
この当時のフィルムは可燃性で、こういう事故はよくあった。
 
火事騒ぎになるまでは覚えているが、その後どうなったのかはまったく記憶にない。
ただ、親からは「もう絶対に行くな」って言われたのに、しばらくしてまたこっそり行くようになっていた事は覚えている。
ただ、子ども心にも、なんだか映写室へ行くのが怖くて、
二階の映写室の側の席に座って観ていたら、突然、映写を止められた。
真っ暗になった劇場。映写室の扉が開いて「おめぇしか見てねがらとめだ」(お前しか見てないから止めた)と笑いながらNさん。
そして映写室へ連れて行かれ「腹へってねが?ほら食え」って、いなり寿司を出した。Nさんは、一緒に いなり寿司を食べながら「うんめぇべぇ?」(美味しいだろ)と何度もきいた。うまかった。
「今日はもう終わりだ、早くうつぁ帰れ(早く家に帰れ)」
それがNさんとの最後の記憶。
 
しばらくして映画館は解体されてボーリング場になった。
この頃から映画はテレビの普及で斜陽産業になって行き日本中から映画館が消えた。
今でも、この映画館跡の前を通る度に思うのだ「ここは映画館」って。
今はもう何を商いにしているのか分らない商店になっているのだが。
そしてNさんたちのことと、生まれた場所での日々を思い出すのだ。昭和40年代の中頃の自分が生まれた場所でのことを。
つづく。。。
 
*上映途中で止められた映画は「東海道四谷怪談」
 
@Mitsu
 
 
 
 
 
 
 



街外れ
[image: 5323302854_aec8f92e5e_z.png]
 
街外れに誰にも教えない秘密の場所がある。
ときどき こっそり出かける。
車のエンジンを止める。
小鳥たちのさえずりと風の音だけ。
「ライ麦畑でつかまえて」のホールデンの台詞を思い出す。
“この池の鳥たちは冬どこへ行くんだろう”
もうその答えも理由も知っている。
そしてもう何処へも帰れないということも。
フロントグラスが凍りだす、エンジンをかけた。
オイルゲージがエンプティーを点した。
 
Photo@shinichi
Pentax k-7 Mir 20mm/f3.5
@Mitsu



よもぎ団子はじめました#3
 
[image: img7828.png]
 
こんにちは！音楽プロデューサーをしているnaokiです！
さてさて、今月もまたまた書いちゃいます！
今季は冬になってもあまり寒くない日々が続いていましたけど年末からやっと冬らしくなってきましたね。
僕もやられちゃってますけど皆さんは風邪などひいてませんか？
空気もかなり乾燥してるようで今加湿器が売れてるようようですね。
僕も良い加湿器が欲しいなぁ。。
あ、脱線(^^;
で、今回は何をお話しようかなぁと考えたんですが。。。
音楽に携わる者ですし、ちょっと音楽の話でもしてみましょうかと。
 
僕が音楽に目覚めたのは小学生の頃。いや、実はもっと早かったのかも？
まぁ、それはともかくとして初めて本格的に楽器に取り組んだのは４年生から。
鼓笛隊でトランペットを吹く事になったのです。
入隊のテストはソプラノリコーダー、課題曲は。。。忘れました(^^;
それに見事合格して親にYAMAHAのトランペットを買ってもらい僕の本格的な音楽活動が始まったのです。。。
 
また、同じ時期に合唱団、音楽クラブにも参加、どんどん音楽にハマっていきました。。。
音楽クラブでは顧問の先生が個人所有していたシンセサイザー(TESCO製)というものに初めて触れ、
さらに何故か同じく先生所有のエレキベース(GUYATONE)を弾く事になり、
体育館での演奏会で初めて弾いた曲がカーペンターズの「Yesterday once more」でした。
フルスケールのベースは小５でしかも小さかった僕にはデカくて弾くのが大変だったのを覚えています。
そして、Y.M.Oに出会ったのもこの頃。
今考えると音楽の道に進むきっかけになった時期だったのだと思えます。
 
しかし。。。。。
中学に入り当然トランペットで吹奏楽部に入るものと自分も周りも思っていたのですが
何故かクラスメイトに誘われていつの間にか野球部へw
実は野球も小学生の頃からやっていて運動が大好きだったのです(^^
野球部は人気が高くて仮入部はテスト期間のようなものでキツい練習を強いられ
続々と脱落していく中で見事生き残り入部する事ができたのでした！
って、またまた脱線してるような(^^;
 
はい、中学では野球部に入ってしまった訳ですが
音楽的な動きは止まりませんでした。
もちろん、トランペットも毎日のように吹いてましたし、
中２の時には独学でピアノを弾き始め、クラシック以外では坂本龍一氏のAvec Pianoはほぼ完璧にコピーしていました。
友達とダブルカセットデッキにでの『ピンポン』に始まりTEACの４トラックカセットMTR「144」を使って『多重録音』を始めたのもこの頃です。（学 校のグランドピアノを録音するのにレコーディングウォークマンなども使っていました。その中の１曲は坂本龍一のサウンドストリートにて放送され教授に褒め て頂いた！）
そんな感じで野球をやりながらも、ますます音楽にハマっていったのでした(^^
 
そして高校では野球を続けようとしたが入った高校の野球部が弱くて甲子園に行けそうになかったwので断念。
当然という必然というか吹奏楽部に入る事になり、1stトランペットとして君臨w
数々の賞を頂きました。
色々な楽器に触れたのもこの頃です。
吹奏楽に使われる様々な楽器、音楽の先生が所有していたという事でやらせてもらったバイオリン、リコーダー各種などなど。。。
そしてピアノのレッスンにも力を入れ、毎日昼休みには音楽室でピアノを弾いていました。
 
大学、一年浪人後に意図していなかった大学に(^^;
同時に音楽専門学校に入学、１年間ジャズベースを学んだ。
（本来は２年間だが肌に合わず。。。）
なんと、ベースでのツアーの仕事が入りそのままプロへ。
大学も１年でやめてしまいました(^^;
 
いよいよ、ここから僕のプロとしての音楽活動が始まる訳です。
数々の著名な方と仕事をしてきました。
この後、その一部ですが色々と思い出しながら書いていこうと思います。
 
という事で、今回はこの辺までとしましょう。
僕の音楽の歴史的なものをツラツラと書いてきましたが如何でしたでしょうか？
この続きはまた次回に(^^
 
ではでは、また次回お楽しみに！
 
Twitter @naoki



月と専制君主 に寄せて
 
佐野元春との30年の冒険
 
-はじめに -
 
イノベーターとしての佐野元春の仕事や、その周辺の事柄はファン以外にはあまり知られていないと思うので、まず少し紹介したい。
 
自腹で(初期のみ)責任編集 雑誌”THIS” の創刊。83年〜87年。
カセット・ブック”エレクトリック・ガーデン”の発売。85年。
日本で最初の「シングル曲のCD化」(約束の橋)89年。
日本のミュージシャンとして初の公式HP(ファン有志によって立ち上げ)95年。
国内初、日本武道館でのライブをネットで無料配信96年。
国内初の有料インターネットライブ「The Underground Live」99年。
シングル「イノセント」日本初の有料音楽DL開始。99年。
9.11テロ数日後「光」を無料配信。01年。
etc....
 
-アルバム 月と専制君主 に寄せて -
 
佐野元春との付き合い?は長い。
18才で上京して当時つき合っていた女の子に誘われて、初めて行った新宿のライブハウス”ルイード”でのライブからなので もう31年になる。
デビューして間もない頃でヒット曲もなかったから会場はいつも10数人。
アマチュア・ミュージシャンでも普通に100人くらい集客する今の時代からは想像もできない状況だ。 
だが、そんな酷い状況で見る佐野くんのライブ・パフォーマンスと言葉に射たれてしまった。
 
♪“ 都会の夜景ってやつが  気絶しながら笑ってら パーティーの席上ではシャンパンだってしゃんと背骨を伸ばしてる”♪　(夜のスウィンガー より)
 
こんな日本語の使い方をするシンガーを知らなかった。
当時はまだ70年代のフォークの匂いのする音楽がメインストリュームを席巻していたから、ジャンルを問わずフォークの叙情的な言葉使いがあふれていた。
70年代の日本の音楽で育った自分は叙情的な言葉使いが音楽の中の言葉として普通のことだったから嫌いじゃなかった。勿論、佐野元春にも叙情的な言葉を使ったスローソングはある。けど、佐野の叙情的な言葉は違っていた。
 
♪”もう他人どうしじゃないぜ あなたと暮らして行きたい 生活という うすのろ を乗り越えて”♪　(情けない週末　より)
 
「生活という うすのろ」
 
佐野が10数人の会場でロックンロールな曲をひとしきり唄い終えて、ピアノを弾きながら唄うバラッドに完全にやられてしまった。音にも言葉にも。
 
初めてのライブ後 ”ルイード”から数分の紀伊国屋書店のレコード店へ行ってレコードを探したが見つからなくて店員に「佐野元春ってあります?」と訊くと「佐野? 佐野ダレですか?」そんな感じだったのが1980年の秋頃の話。
 
ファースト・アルバム「Back To The Street」セカンド「Heart Beat」と1年の間に2枚のアルバムをリリースしたが、両アルバムともTOP100にすら入らなかった。それでも徐々にライブへ来る客は増えてきていた。
余談だが、同時期、ライブハウス”ルイード “に出演していたのは、山下久美子、シャネルズ。それも昼・夜の2ライブだったりしたが、勿論、ガラガラだった。
 
ある日、ルイードへ行くと少し行列が出来ていた。
「これ、ルイードへの並びですか?」
「そうですよ」
シングル ”SOMEDAY” が発売になって、ジワジワとチャートを上がって来ていたのだ。
嬉しかった。
けど、何だよ今頃。って気持ちも(苦笑)
ライブは当然に盛り上がって素晴らしかった。
ただ、もうその頃には、佐野元春を教えてくれた子とサヨナラしていた。
それが81年の秋だ。
 
*オリコン・シングルチャート最高位84位1981年6月
* アルバム”SOMEDAY” の発売は11ヶ月後の1982年5月、最高位4位。
 
アルバム”SOMEDAY” はチャート4位になり、佐野のライブは仕事帰りにちょっと見るという対象じゃなくなてきていた。ライブハウスからホールへ場所が変わって行き、同時期に発売されたナイアガラ・トライアングルVol.2への参加でそれは一気に加速して、
「佐野元春のチケットは取れない!! 」
という会話が若者の間で交わされるようになっていた。
目ざとく、音楽業界は佐野のような言葉使いと音の組み合わせだけのシンガーを量産し始める。それらは佐野モドキーと呼ばれた。
 
ようやくヒットしたアルバムSOMEDAYのツアー最終日。
超満員の中野サンプラザ・ホール。
「ボクは、しばらくニューヨークへ行こうと思うんだ」
と、発言してなんと音楽活動を事実上休止する。
発売された初のベスト・アルバム「No Damage」（14のありふれたチャイム達）は四週連続チャート1位を記録した。普通だったら「よし売れた!!」と、拡大再生産的な曲を発売しそうなものだが佐野はヒットの成功に浸ることもせず1年間NYで暮らすことを選ぶ。
「このチャンスを棒に振るのか!?」
ファンもレコード会社も誰もがそう思った。
けど佐野は周囲のそんな心配を意に介さず旅立つ。
 
NYに1年間拠点を移した佐野は、ラジオで近況を伝えながらNYで起こっている様々なムーブメントを紹介した。当時、デビューしたばかりのプリンス等が巻き起こすファンクや、ヒップホップのムーブメントの動き、また無名なソングライターをピックアップし、音楽番組としてとても魅力のある放送を続けた。
が、最も印象的で佐野のユニークさを象徴する放送があった。
セントラルパークの山羊へのインタビュー。
「これからどこへ行くの?」
「メェェ〜」
「なるほど」
そんな具合。。(暴)
 
デビュー当時から佐野のオフィシャル・カメラマンだった、
故、岩岡吾郎氏と個人的に知り合いだった(飲み仲間)ので、この当時のNYでの話を一度だけ訊いたことがある。
佐野と一日中、写真を撮りながらNYを歩き続けて居る場所がわからなくなって、
岩岡氏が「佐野くん、ここってどの辺り?」と訊くと、
佐野は空を見上げ指をさして「いま太陽があっちだから。。岩岡さんのホテルはこっちだね」と答えたそうだ(爆笑)
ボーイスカウトのオリエンテーリングか!??
佐野ってそういう人。どういう人だよ(苦笑)
余談だが、何度かライブ後の楽屋へお邪魔させてもらったことがある。
佐野さんのアノ喋りや佇まいは、作られたものじゃありませんでした(暴)
 
1年間のNYでの生活からアルバム「Visitors」というアルバムが生まれた。
渋谷の宇田川にタワーレコードが出来たばかりの頃だ。
この当時、タワーレコードは洋楽しか扱わない店だった。
だが、その店頭に Visitors が並べられていた。
 
つかの間の自由をビートにまかせて転がり続けな

センチメンタルなギャツビー気取ってじょうずにシェイク・ダウン(コンプリケーション・シェークダウンより)



前作3枚までのアルバムと言葉も音もまったく違っていた。
今ではラップやファンクなど当り前だが、当時の日本のメインストリュームの音楽じゃなく賛否両論だったがアルバムは売れツアーも成功した。
けど、佐野本人は参っていたようだ。
 
“当時、バランスがとれなくなってクリニックに通った”と後年、語っている。
 
しばらくして佐野は今度はパリへ飛び、「カフェ ボヘミア」というアルバムを作る。
このアルバムの中に収録されている「月と専制君主」という曲がある。
曲も言葉もとても風変わりな曲だった。パリの街を歩いている時に詩が浮かんだという。
 
“思いのたけ奴らの割る口をただけよ 言葉に税はかからない”
 
そして、この曲名を表題にして初めてのセルフカバーアルバムが発売になった。
このアルバムはサウンド・デザインを変えただけのセルフカバーではない。
佐野の初期の代表的な曲はピックアップされていない。
もうこの時点で普通じゃない(笑)
選曲理由は、今の時代と自分にリアルに響くものを選んだのだという。
 
「むかしを懐かしむために唄うんじゃない。今を楽しむために昔の曲を唄おう」
 
佐野はライブでこのような発言することがある。 
あの頃という昔をネガティブに懐かしむなんて真っ平さ、という姿勢。
佐野のスタンスは、ずっとこうだった。

むかしの曲を懐かしんで唄い聞く虚しさ。(飲み屋で、あの頃はよぉ〜的な)

そんなんだったら歌わなくていい。
これは我々の日常でも同じではないだろうか?

 
毎回ステージで演奏される曲のほとんどは、ツアーの度に別アレンジを施されるから、長年のファンたちにはスタイルを変え全く新しく生まれ変わった曲たちはすんなり届くだろう。もちろん、これまで佐野の音楽に親しみが無かった人々へもほぼ一発録りでレコーディングされた良質な音は受入れられるはずだ。
 
iTunesロックチャート第1位。アルバム総合チャート2位(発売日、1/26付)
Amazonロックチャート6位(発売日、1/26付)
オリコンチャート7位(発売前日、1/25付)
 
今回は、CD＋DVD版(初回限定)CD＋LP版が用意されている。

その両方に、アルバム未収録曲DLキーが添付されている。

どの曲がDL用なのか知らない発売前日の夜、夜中にギターを弾いてその曲を唄っていた。自分に今 必要な曲だったのかもしれない。
不思議なものだ。
 
[image: 516i1DnKHoL._SL100_.jpg]『月と専制君主』1月26日発売
Cd+Dvd, Limited Edition Amazonへジャンプします。
月と専制君主　CM



生活風水#3
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明けまして おめでとうございます。
三枝です。今年も宜しくお願いいたします。
 
先日、或る会社のオフィスを訪れた際、とても気になることがありました。
オフィスは掃除も行き届いていて綺麗なのですが、どうも空気がよろしくないのです。
正確には空気というよりも空間です。
淀んでいるのです。
多くの皆さんが仕事をされている音だけが雑然と聞こえる。
これはいけません。
風水で音は「水」を表します。水は木を育む素だと考えますから、オフィスが無音だと仕事の運気を下げます。生活全般でも同じです。
改善方法は簡単です。
良い音楽をオフィスに流すだけです。
流す音楽はできるだけリラックスできるようなものが良いです。
ただ歌詞のついた音楽は意味が違ってきますのでインストルメンタルにしてください。
*音楽の中の言葉は「木」にあたるので「水」の気の吸収の妨げになります。
 
音楽の流れる環境では気も流れ出しますから、運気を吸収しやすくなります。
BGMは環境改善に重要なものですので、ご家庭でも音楽を流すことをお勧めします。
オフィスやご自宅の部屋や建物は音を記憶すると風水では考えますので、
場所に良い音楽を聴かせてあげてください。
繁盛している喫茶店などは、さり気なく良い音楽が空間の環境を整えているものです。
無音の場所は気の流れが滞りますから、良い音楽を流して気の流れを作って居心地の良い環境を作ってください。
これは音楽の趣向の話ではありませんから、好きな曲を流せば気分が良いというものではなく、ゆったりとした落ち着きのあるインストルメンタルが良いです。
 
では、また。
 
@三枝
 
 
 



ワッサマガジンの理由
 
創刊準備号、創刊号、Vol2と出して今回で4号目。
いろいろな意見や質問を頂きました。
その中から幾つか抜粋して簡単ですが回答?させていただきます。
 
 
どうしてiPhoneやiPadだけなの?
 
EPUB形式の電子書籍(他にも形式は沢山あります)で発行した理由は創刊準備号でも書きましたが、EPUB形式でiPhone等のiBooksで読んで頂くことで、ポッドキャストという方式を利用でき、読者が毎回データをサイトへダウンロードしに行くという手間が省けるということと、iBookで提供することで動画等をEPUB形式で使えるという部分です。
この辺りは今後iBookに頼らず動画も音声も扱えるようになると思いますが、今の所この方法はiPhone等からiBook経由に限られているからです。
 
複数人で作っているのは何故?
 
単にわたしの才能の無さ、ということもあるのですが、わたし一人が写真も撮って動画も撮って文章を書いてということだと、個人のブログで良いじゃん!という話しなんです。
いろいろなジャンルの人の話しや視点が入る事でノンジャンルな読み物(雑誌)が出来るのじゃないかと思っています。これが複数の方々へ執筆をお願いしている理由です。
 
電子書籍で何がしたいの?
 
「電子書籍」というと既存の紙媒体の企業が主導権を握り、私たちはその恩恵を享受するというイメージが強いですが、EPUB形式の電子書籍で違う流れが起き始めています。
何か表現をしたい時に出版社を通さなくても電子書籍は比較的簡単に発行できる。
しかも安価で。みんなが思っているより本当に簡単に発行できる。
まずそれを多くの方に知ってもらいたいという気持ちがあります。
「よし面白そうだ、やってみよう」って思って下さる方が増えることで、電子書籍がもっと一般化すれば、そこからまた新しい風景が見えてくると思うのです。と、やや大げさですが、本当にそう思っています。そして、何より電子マガジンを今作って発行していることが楽しいからです。
 
 
 
 
 

アンケート結果
 
「電子書籍について」のアンケートをお願いしました。
アンケートの結果をお伝えします。
ご協力くださった皆さんありがとうございました。
 
質問1: 電子書籍は普及すると思いますか?
「する」76.9％
「わからない」23.1％
「しない」7.7％
 
質問2 :有料電子書籍を購入したことがありますか?
「ある」　61.5％
「ない」　38.5％
 
質問 3 : 既存の紙媒体書籍の電子化は必要だと思いますか?
「内容による」61.5％
「必要」 38.5％
「いらない」0.0％
 
質問 4 :電子書籍で紙媒体のようなデザイン性は必要だと思いますか?
「思う」38.5％　
「思わない」　38.5％
「どちらともいえない」23.1％
 
質問 5 :タウン情報誌や役所など公報の電子化は必要ですか?
「必要」92.3％
「不必要」0.0％
「分らない」7.7％
 
質問 6 : 電子書籍に含まれるコンテンツで重要なのはなんですか?
「文章」53.8％
「動画や音声」30.8％
「リンク」15.4％
「写真」0.0％
 
質問7 :iPhoneやiPad以外でも見られる(PC等で)ことは必要ですか?
「必要」38.5％
「どちらともいえない」38.5％
「不必要」23.1％
 
 
質問8 :電子書籍を利用する場所はどちらですか?
「外出先など屋外」69.2％
「自宅や会社などの室内」30.8％
 
質問9 :ポッドキャストを使った配信をどう思いますか?
「とても便利」92.3％
「便利でも不便でもない」7.7％
「不便」0.0％
 
質問10 :発行頻度はどの程度の間隔が良いですか?
「隔週」53.8％
「月刊」46.2％
「週刊」0.0％
 
[image: crip1_1.png]76.9％の方が電子書籍は普及すると思っていらっしゃる。
正直、もう少し低いと予想していたので驚いています。
それだけ皆さんが感心を寄せているということで、
今回で何度目かになる「電子書籍ブーム」が本当に本物になるかもしれない予感。
それと「電子書籍で重要なのは」という問いでは「文章」53.8％「動画や音声」30.8％という、とても興味深い結果が出ました。「動画や音声」が圧倒的なのでは?と思っていましたので「文章」が一番重要という結果は本当に意外でした。そして「写真」が0.0％だったことも驚きました。
 
本当にご協力ありがとうございました。
今後の参考にさせていただきます。
 
@Mitsu
 
 
 



編集後記
 
 
身内に紙媒体に勤務している人がいて、先日飲んだ時唐突に「電子書籍より紙が良いよな?」と話を切り出された。彼は、私がこのマガジンを発行していることは知らないので、嫌みで聞いてきたわけじゃない。
仕事の性質上「そろそろ電子化」という話題が社内にあるらしく、電子化に賛成意見と反対意見が半分半分な感じなのだという。
実は、彼の他にも紙媒体の人たちから同じような話を聞かされた。
「電子か紙か」「賛成か反対か」何かとても象徴的な話だと思う。
どうして「両方」という選択肢がないのか?
小説など文章だけの読み物は、私個人も紙が良いと感じている。
何しろ生まれてからずっと紙の書物に触れてきたのだから、当り前。
ただ出版社は、この「当り前」に甘えて来たのではないか?という気もする。
読書層の高齢化が進んでいる昨今、文字を大きくする、反転させて読み易くするというような工夫が殆どされてきていない。「紙か電子化か」の前の問題。
先日、テレビで村上春樹氏の「1Q84」を読みたいが、文字が小さくて読めないという人たちの為に、文字を大きくし、反転させて、読み易くしているNPOグループが紹介されていた。これは、紙媒体側が自身で行うことですよ。
「多少、コストが掛かって通常本より高くなりますが」ってエクスキューズして。
こういうバリアフリーの視点から見れば電子化された書物は、優しいといえる。
個人的に、老眼がすすんでいて、むかし買った本が読めなくて苦労しています(苦笑)
紙も電子化されたモノも共存して行くと思う。
「どっち?」なんて二元論は、読者にも作り手にもよろしく無い、無駄な観念。
今だって、レコードも聞くし、CDも聞くし、MP3も聞く。
フィルムの写真だって撮って焼くし、デジタルも当然使う。
どれも必要に応じて使い分けしてきている。
同じことですよ。
では、そんなこんなで。
@Mitsu
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